
 

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                              

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

【学校教育目標】 
より確かに より豊かに よりたくましく 伸びる ～新たな未来へ～ 

Team  Takayanishi   Let's  try！ 
 

 令和７年６月 

東広島市立高屋西小学校 
Team Takayanishi 

〒739-2125 
東広島市高屋町中島 582 番地 
電話:082-434-0003   FAX:082-434-0030 
e-mail: takayanishi-sho@city. 

higashihiroshima.hiroshima.jp 

  梅雨入りし、曇天の合間の晴れで外遊びを楽しんでいる子供たち。

この頃、ChatGPT をはじめとする、生成 AI が話題となっています。

AI は、レポートや文章作成、描画等、様々に活用されています。右

の「ヤマトタケル」と「さくら」のイラストは、PTA の方に協力い

ただき、AI でデータ化されました。高屋西小学校のシンボルマーク

として学校だよりや学年通信などで活用させていただきます。 

校内に「相談窓口」を設置しています。相談を希望される場合には、教頭までご連絡ください。 

 

 

連絡先：高屋西小学校 082(434)0003 

 

 心配していた雨も上がり、大変心地よい風が晴れ間を届けてくれ、無事２５日（日）に運動会

を開催することができました。多くのご来賓・保護者・地域の皆様に参観いただき、子供たちの

頑張りをご覧いただくことができました。ご声援ありがとうございました。 

 学校の畑には、様々な野菜や花が植えられ、大き

く育っています。アサガオやホウセンカの花やじゃ

がいもやナス、ミニトマト等、子供たちは毎日水や

りをしながら声をかけ、成長を見守っています。 

 6 月 11 日には、地域や保護者の方にお世話にな

り、1 年生はサツマイモ植えを行いました。ありが

とうございました。毎日の世話を通して成長を喜び、

植物を育てる喜びを感じてほしいと思っています。 

 

 

 

  

ほっとたいむ 
 心配していた雨もほとんど降らず、6

年生は山口・島根方面へ修学旅行に行っ

てきました。自然の偉大さや世界遺産、

動物の不思議に触れ、保護者や多くの人

たちへの感謝の気持ちを胸に、無事帰校

することができました。 

HOT 

 テーマ：みんなが主役だ！力を合わせて笑顔咲け！ 

笑顔いっぱいの修学旅行 

５月の学校だよりで５年生の田植えの記事において、誤りがありました。お借りしている田

は、髙橋様でした。訂正し、お詫び申し上げます。 

         6 月 16 日（月）にプール開きを行い、今年度の水泳の学習が始まりました。 

        曇り空でしたが、子供たちはキラキラの笑顔でプールを楽しんでいました。 

5 月下旬に 6 年生がプール掃除をし、また、楽しく安全に学習が行えるように 

教員は救命救急講習を受けました。目標をもち、楽しく安全に「あゆも」の約 

束を守って水泳学習に参加してほしいと願っています。 



 

 

エリクソンの発達段階 
 

心理学者のエリクソンの「８つの発達段階」というものがあります。 

これは、人間は年齢とともに身体だけでなく、心も成長するという考えのもと、人生を８つのステージに

分け、ステージごとの「乗り越えるべき課題（心理社会的危機）」をどう乗り越えるかによって、その後の人

格や対人関係の形成に大きな影響があるとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生は「学童期」に当たります。学童期の課題は「勤勉性（努力する力）」とされています。努力して結

果が出る成功体験や、他人に認められる経験が積み重なることで、「やればできる」という感覚が生まれ、子

どもは自分に自信を持ってチャレンジする力＝勤勉性を身につけていくとされています。ここで大事なこと

は「努力して得られる成功体験」です。努力しないでも得られる成功体験は、心理的成長に寄与しません。

しかし、一方で、何度挑戦してもうまくいかない、周囲と比べて劣っていると感じる経験が続くと、「自分は

ダメなんだ」と思い込みやすくなり、劣等感が育ってしまいます。 

 大切なことは、努力すれば成功する課題の設定、やり遂げるための励まし、やり遂げた後の称賛（結果よ

りも努力の過程を褒める）ことだということです。 

「よく頑張ったね。」「前よりもよくなったね。」といった、小さな成長や努力を認めてあげることが子供の

自己肯定感を向上させることになります。 

 自己肯定感が高まれば、自分への自信がつきます。ただ、これが他人への批判につながらないように注意

する必要があります。「あなたは○〇さんよりすごいね。」「他の人はできないのにできるなんてすごいね。」

など、他人と比べる称賛は控えた方がよいと思います。これは「優越感」を生むからです。優越感を持った

子は他人を非難します。馬鹿にします。そのような子は周りからどんな風に見られることになるか想像は付

くと思います。他の子どもたちも本人と同じように学童期にあることを忘れてはいけません。努力をしてい

る友達を認め、称賛すれば、本人もさらに心が成長するのではないでしょうか。 

 学校では、「協働」学習を重視しています。個々のよいところをお互い認めあい、新しい発見をし、それぞ

れの良さを生かしながら課題を解決していく学習です。まだ十分とは言えませんが、しっかり取り組んでい

こうと思います。ご家庭でもお子様への声掛けの仕方を工夫してみてはいかがでしょうか。 

【参考】 https://digitane.jp/online/topics/contents/25183/ 

 
 
 

エリク・ホーンブルガー・エリクソン 

https://digitane.jp/online/topics/contents/25183/

